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参考１ 

 

「ディスカバー農山
む

漁村
ら

の宝」有識者懇談会委員 

 

あん・まくどなるど 上智大学大学院教授、慶應義塾大学特任教授 

今村 司      (株)NPBエンタープライズ代表取締役社長 

織作 峰子     大阪芸術大学教授、写真家 

田中 里沙     (株)宣伝会議取締役、 

事業構想大学院大学 学長 教授 

東谷 望史     馬路村農業協同組合代表理事組合長 

永島 敏行     俳優、(有)青空市場代表取締役 

（座長）林 良博    国立科学博物館館長 

三國 清三     オテル・ドゥ・ミクニ オーナーシェフ 

向笠 千恵子    フードジャーナリスト、食文化研究家、 

郷土料理伝承学校校長 

横石 知二     (株)いろどり代表取締役社長 

（五十音順：敬称略） 



木頭ゆずクラスター協議会 
6次産業化を核とした 

「木頭ゆず」産地の活性化 

高千穂ムラたび協議会 
限界集落が挑戦する 未来のムラづくり 

No.29 宮崎県 高千穂町 

「ディスカバー農山漁村の宝」 （第３回選定） 選定地区一覧 

仙北市農山村体験推進協議会 
仙北市グリーンツーリズム 

～農村でみんな笑顔に～ 

No.5 秋田県 仙北市 

東沢地区協働の 

           まちづくり推進会議 
自信あります東沢・食と自然と・ 

あたたかさ 

No.6 山形県 川西町 

一般社団法人 

            信州いいやま観光局 
グリーン・ツーリズムを核とした 

日本版DMOのトップランナー 

No.9 長野県 飯山市 

奥矢作移住定住促進協議会 
めざそう空き家「ゼロ」の農山漁村 

山添村波多野地区 

活性化協議会「かすががーでん」 
農業体験で茶畑を再生 

「世界一の紅茶・紅誉復活」 

No.18 奈良県 山添村 

紀の里農業協同組合 
農業体験で、都市と農村、人と人をつなぐ 

No.20和歌山県 紀の川市 

津浪振興会 
農村の原風景が保存され誇りの持てる 

「安らぎの里つなみ」づくり 

No.22 広島県 安芸太田町 

山口とくぢ和紙振興会 結の香 
山口とくぢ和紙を世界へ発信 

特定非営利活動法人 

                              英田上山棚田団 
住んで良し、来て楽しい、新しい村づくり 

No.21 岡山県 美作市 

む       ら 

魚津漁業協同組合 
魚津海業物語 

「おいしいお魚、まちおこし」 

No.12 富山県 魚津市 
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株式会社 九神ファームめむろ 

誰でもが、当たり前に働いて生きていく町 

No.2 北海道 芽室町 

13 

 

のとちょう 

 

 

 

 

大地の芸術祭実行委員会 
大地の芸術祭の里 

No.10 新潟県  十日町市 

特定非営利活動法人  

   美しい村・鶴居村観光協会 

2600人の小さな村で暮らす旅はいかが 

No.3 北海道 鶴居村 

在来津軽「清水森ナンバ」 

       ブランド確立研究会  
「清水森ナンバ」で体も地域も温まる 

No.4 青森県 弘前市 

茶臼の里合同会社 
じじばばの耕作放棄地解消と都市との交流 

No.15 愛知県 豊根村 

鳥羽マルシェ有限責任事業組合 
きらり輝く鳥羽で「食」のしあわせづくり 

No.16 三重県 鳥羽市 

畑特産物生産出荷組合 
集落ビジネスによる地域活性化 

～朝倉山椒を海外へ～ 

No.17 兵庫県 養父市 

ロハス越前 
日本一の伝統の技の宝庫を 

海外に発信 

No.13 福井県 越前市 

No.24 徳島県 那賀町 

CLT建築推進協議会 
新たな木材需要の拡大に向けた 

CLTの推進 

No.25 高知県 南国市 

株式会社 岡林農園 
柑橘の6次産業化による放棄地の再生と 

雇用創出 

No.26 高知県 越知町 

城島町土地改良区 
蘇る酒どころ城島、豊かな環境を 

次世代へ繋ぐ城島！ 

No.27 福岡県 久留米市 

NPO法人 安心院町 

           グリーンツーリズム研究会 
グリーンツーリズム発祥の地「安心院町」 

No.28 大分県 宇佐市 
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29 

株式会社めぐり 
新・都市型耕畜連携 

～起業→信頼→笑顔がめぐる 

No.8神奈川県 伊勢原市 

シーフードカンパニー 

                             能水商店 
高校生水産会社で６次産業化 

にチャレンジ 

No.11 新潟県 糸魚川市 

11 

19 

No.23 山口県 山口市 

有限会社 タマレンタ企画 
小さな「シマ」から日本一の島を目指し

て！ 

No.30 沖縄県 伊江村 

30 No.14 岐阜県 恵那市 

（注）桃色で囲まれた地区は、全国の各ブロックで評価が最も高かった地区 

株式会社 べつかい乳業興社 
「ミルク王国べつかい」の味を 

お届けします。 

No.1 北海道 別海町 

株式会社 ふみこ農園 
農山漁村の活性化の源となるキッチン 

の設立 

No.19和歌山県 有田川町 

農業生産法人  

   株式会社赤城深山ファーム 
そば屋のニーズから生まれた 

赤城深山そばを全国に発信！ 

No.7 群馬県 渋川市 

参
考

２
 

（受賞5地区は交流会での発表まで対外秘） 



株式会社 べつかい乳業興社 

●牛乳をはじめバター、チー
ズ等乳製品を製造。製品に
町名「べつかい」を使用し、
べつかいブランドを確立 

●大手コンビニチェーンや道
内の和洋菓子店等と連携し
新商品の製造・販売し、こ
れらを通じて別海町をPR 

●平成25年よりベトナムにア
イスクリームを輸出 

●乳製品加工研修施設で、牧
場経営者や町民等に対し、
チーズづくりなどを指導 

概要 

●国内外の販路が拡大し、売
上げが約４億９千万から約
５億２千万円に増加
（H25- 27） 

●アイスクリームの輸出も約
６百個から約３千個と約５
倍増加（H25-27） 

● 乳製品加工研修施設によ
る乳製品づくりの研修を通じ
て、別海町の関連産業の発
展、向上に寄与 

「ミルク王国べつかい」の味をお届けします 

 

成果 

 

北海道 別海町 

研修 地産地消 

製造された乳製品 

輸出 

乳製品づくり研修 海外でのアイスクリーム販売 

グ ラ ン プ リ 



株式会社 九神ファームめむろ 

●農業生産を核に、惣菜用品
の製造、レストラン事業な
ど６次産業化 

●惣菜は、西日本を中心とし
た惣菜店舗やレストラン
（北海道、愛媛県）で提供 

●農業生産、加工、調理、接
客、販売まで食に関する一
連の流れに障害者や高齢者
が参加 

概要 

 

●障害のある従業員が９人か
ら20人と約２倍増加（Ｈ
25-27） 

●月当たりの惣菜の生産量が
約５㌧から約８㌧に増加
（Ｈ25-27）。月当たりの
売上げは２百万円から３百
万円に増加（Ｈ25-27） 

●障害者に対し月10万円を
超える給与を支払い、社会
保険、社員旅行など充実し
た福利厚生を提供 

 

「食」の 
提供・活用 

高齢者の 

活躍 

北海道 芽室町 

成果 

誰もが、当たり前に働いて生きていける町 

 

  きゅう     じ ん    

医療・福祉 

高齢者や障がい者の雇用の場を創出 
社員旅行など充実した福利厚生の実現 

地域の農産物を惣菜等に加工 

アクティブ賞 



特定非営利活動法人  
美しい村・鶴居村観光協会 

●５泊以上の長期滞在型観光
ツアーを実施 

●タンチョウの観察、チーズ
づくり体験、フットパス等
地域資源を活用した交流活
動 

●農業者や商工業者など地域
の多様な団体と連携し、農
泊や商品企画、特産品販売
など観光地づくり 

 

概要 

●長期滞在型観光ツアー参加
者が12人から68人と５倍
以上増加（Ｈ23-27） 

  うち、外国人の長期滞在
型観光ツアー参加者も増加
傾向 

●鶴居村の観光入り込み客数
が約17万人から約19万人
に増加（Ｈ24-27） 

 

2600人の小さな村で暮らす旅はいかがでしょうか 

 

成果 

北海道 鶴居村 

地産地消 

鶴居版フットパス 
地場産野菜でランチ 

自然・景観 インバウンド 

長期滞在型観光モニターツアー 

 

 



在来津軽 
「清水森ナンバ」ブランド確立研究会 

●生産量が激減していた地域
伝統食材の清水森ナンバ
（トウガラシ）を復活 

●栽培の普及のほか、食品加
工業者、飲食店、大学等と
連携し、商品開発や体験学
習を実施 

●「清水森ナンバ」を商標登
録し、他の品種と交雑しな
いような栽培、他のトウガ
ラシが混入しない製品販売
などブランド管理を徹底 

概要 

●清水森ナンバの生産者が
54人から76人に増加する
とともに、生産量が８㌧か
ら18㌧と約２倍増加
（H23-27） 

●加工業者が４業者から30
業者と７倍以上、加工量が
５㌧から17㌧と約３倍増加
（H23-27） 

●開発商品が、ご当地グリー
ンカレーレシピコンテスト
で最優秀賞、日本おみやげ
アカデミーグランプリで金
賞受賞 

企業 

「清水森ナンバ」で体も地域も温まる 

 

成果 

し    み ず   も り 

青森県 弘前市 

ざ い   ら い    つ    が る 

 

「食」の 
提供・活用 ６次産業化 

清水森ナンバ定植研修会 

学校と連携してレシピ・商品開発 開発された商品の一部 



仙北市農山村体験推進協議会 

●農山村宿泊体験受入団体と
体験指導団体、サポート団
体による活動の一本化 

●農家民宿のレベルアップに
係る取組、教育旅行等の受
入に対する調整、イベント、
農家レストランの情報発信 

●外国人受入調整や受入体制
強化に関する取組 

 

概要 

●教育旅行の受入が約９千人
から１万６千人と増加（Ｈ
23-27） 

●農泊宿泊者数が約８千人か
ら約９千人に増加（Ｈ23-
27）し、外国人の農家民泊
宿泊者数も約３百人から約
８百人に増加（Ｈ23-27） 

●農家によるフェイスブック
等ＳＮＳでの積極的な情報
発信により、外国人旅行者
等のリピーターの受入が拡
大 

仙北市グリーンツーリズム～農村でみんな笑顔に～ 

 

成果 

秋田県 仙北市 

伝統・継承 
子ども 

（教育・体験） 

外国人観光客の受入 

農家民宿 

観光 

受入農家による農業体験 

フレンドシップ賞 



東沢地区協働のまちづくり推進会議 

 

●中山間地域の地域住民が、
豊かな食と自然を守り育て、
都市住民や消費者と交流す
る地域づくりに取組 

●東京都町田市の子供を対象
に長期・短期の山村留学等
交流事業を実施 

●地域づくり活動のシンクタ
ンクを設立し、地域の米や
農作物のブランド化、販売
企画、インターネットによ
る情報発信をプロデュース 

 

概要 

●山村留学等により交流人口
が約１千４百人から約１千
７百人に増加（Ｈ23-27） 

●交流事業から、関係者の紹
介で大手おにぎり専門店と
米の取引を開始 

●ブランド化された農作物や
加工品はおにぎり専門店や
デパート等に販売され、売
上は７千万円から９千万円
と増加（Ｈ23-27） 

 

自信あります東沢・食と自然と・あたたかさ 

 

成果 

ひ が し   ざ わ 

山形県 川西町 

き ょ う   ど う 

「食」の 
提供・活用 

子ども 

（教育・体験） 
６次産業化 

26年続いてる山村留学 

稲刈り交流会 

イルミネーションでの地域づくり 



農業生産法人 
株式会社 赤城深山ファーム 

●積極的に耕作放棄地を借り
受けそばを栽培。 

●東京のそば老舗店のニーズ
に即した製粉調整、製造行
程管理を徹底 

●従業員の半分以上が女性で、
加工や販売だけで無く管理
職においても女性が活躍 

 

 

概要 

●平成27年までに耕作放棄
地13haが解消。耕作地面積
も42ｈａから96haと約２
倍増加（Ｈ23-27） 

●５年間の販売額は約３千万
円から約８千万円と約３倍
増加（Ｈ23-27） 

●介護育児と仕事の両立する
中で、ＪＡ青年部に加入す
る女性がいるなど地域農業
の場で活躍 

そば屋のニーズから生まれた赤城深山そばを全国に発信！ 

 

成果 

あ か    ぎ      み    や ま 

群馬県 渋川市 

耕作放棄地解消前 

耕作放棄地解消後 赤城深山そばの栽培 

女性の活躍 自然・景観 ６次産業化 



株式会社めぐり 

●９戸の農家が出資により
ジェラートの製造・販売事
業を展開 

●地域農家と連携し、月に２
～３種類フレーバーを入れ
替えるなど旬のジェラート
を製造 

●他社ブランドのジェラート
開発、他企業と連携した農
業体験イベントを実施 

 

概要 

●生産者が株主になることで、
会社成長のモチベーション
が向上。売上げも約２千万
円から約２千４百万円と増
加（Ｈ23-27） 

●提携農家から直販できない
Ｂ級品も含めて農作物を仕
入れ、所得の向上に貢献し、 

 提携農家は、９戸から18
戸と２倍に増加（H23-
27） 

●他社の商品開発や他社経営
のカフェの集客増に寄与 

新・都市型耕畜連携 

～起業→信頼→笑顔がめぐる～ 

成果 

６次産業化 

神奈川県 伊勢原市 

店内は老若男女多くの客でにぎわう 

「ジェラート屋めぐり」 

企業と連携した農業体験イベント 

企業 都市農業 



一般社団法人 信州いいやま観光局 

●50ほどの旅行プランをホー
ムページで案内し、申し込
みから決済まで行うことが
できるシステムを構築 

●国内外のインバウンド商談
会へ出展、宿向けの英語教
室など外国人受入体制を整
備 

●女性ならではのアイデア等
で食の体験商品の開発、チ
ラシ、ポスターの制作 

概要 

●旅行プランの利用者は186
人から564人と約３倍増加
（H23-27） 

●外国人の旅行者の受入数が
171人から837人と約５倍
増加（H23-27） 

●観光協会や宿泊施設等との
連携により地域全体の誘客
数の増加、多様な旅行プラ
ンは通年の収益確保に貢献 

 

グリーン・ツーリズムを核とした 

日本版DMOのトップランナー 

 

成果 

長野県 飯山市 

海外からの学生団体受入 

わら細工体験 

笹寿司づくり体験 

女性の活躍 観光 

 

 

インバウンド 

 



大地の芸術祭実行委員会 

●アートを通じて地域の魅力
を掘り起こし地域再生につ
なげる「大地の芸術祭の
里」を実施 

●地域住民が地域外の人と一
緒に作品を制作し、里山や
集落、住宅地など広域に展
開 

●出資のほか農作業体験など
棚田のオーナー制により、
棚田を維持管理 

 

概要 

●参加集落が92集落から110
集落と増加（H21-27）、
展示作品数も年々増加する
など地域密着型の取組に成
長 

●芸術祭会期中の作品訪問者
数が延べ約37万人から約
51万人と増加（H21-27） 

●芸術祭がきっかけとなって、
平成27年までに16人以上
の若者が移住 

大地の芸術祭の里 

 

成果 

新潟県 十日町市 

その他 
（アートによる 
  地域活性化） 

棚田を題材にした作品 

地域特産物とアートのコラボ 古民家を再生した農家レストラン 

観光 自然・景観  
 

   



シーフードカンパニー能水商店 

●起業家精神育成教育を推進
するために海洋高校同窓会
と糸魚川市が連携し設立 

●地域水産資源を利用した水
産加工品の研究開発、製造
販売に海洋高校生が製造部
及びマーケティング部の業
務に関わり 

●イクラを取り除いた後、廃
棄されていた魚体を活用し
て魚醤を開発・販売 

概要 

●魚醤の販売数が約２千本か
ら約１万６千本と約８倍増
加（H26-27） 

●魚醤の需要の高まりにより、
高校生のみでは事業運営が
できなくなり、４人のパー
ト従業員を雇用 

●海洋高校生がイベントや小
売業者、飲食店に営業を行
いソーシャルスキルの向上
と起業家精神を向上 

 

高校生水産会社で６次産業化にチャレンジ 

 

成果 

 

新潟県 糸魚川市 

 

市外イベントへ出展 

 

 

６次産業化 

魚醤の輸出に向けた海外での市場調査 

高校生が開発した魚醤 

学校・企業 
子ども 

（教育・体験） 



魚津漁業協同組合 

●漁獲量の半分以上を占める
ウマヅラハギの価値を見直
し、品質管理を徹底し、大
きさにより呼称を代えるな
どブランド化 

●市内飲食店と連携し、和洋
中の様々なメニューの開発
を実施 

●料理教室の開催や市内飲食
店、小売店等と連携し、魚
食の普及促進 

 

概要 

●ウマヅラハギのブランド化
の取組により、魚価が900
円／ｋから1,200円／ｋと
1.3倍に上昇（Ｈ23-27） 

●漁協女性部がレシピ監修し
た魚津バイ飯は、「魚の国
のしあわせｆｉｓｈー１グ
ランプリ」で準グランプリ
を獲得 

●バイ飯は、北陸道ＳＡで販
売されるなど、３万５千食
を売上（H27） 

魚津海業物語「おいしいお魚、まちおこし」 

 

成果 

う お     づ 

富山県 魚津市 

 

給食に寒ハギフライの提供 

ウマヅラハギを利用した定食や加工品 

ウマヅラハギをブランド化した「魚津寒ハギ」 

「食」の 
提供・活用 ６次産業化 地産地消 



ロハス越前 

●農家に泊まって農業や自然
体験、伝統産業体験を行う
グリーン・ツーリズムを展
開 

●旅行会社とタイアップした
田舎暮らしツアーの受入、
東京、中京方面・関西方面
の子供の体験ツアーの受入 

 

 

概要 

●子供の体験ツアーが144人
から386人と約３倍増加
（H23-27）、台湾からの
教育旅行74人（H27）を受
入れ 

●地域住民が地域の良さ、食
の豊かさを再認識 

 

 

 

日本一の伝統の技の宝庫を海外に発信 

 

成果 

  え ち   ぜ ん 

福井県 越前市 

 

海外からの教育旅行の受け入れ 

地域の伝統 和紙の紙漉き体験 
農業体験ツアーの実施 

伝統・継承 
子ども 

（教育・体験） 

 

インバウンド 



奥矢作移住定住促進協議会 

 

●移住希望者が購入・賃借し
た空き屋を、地元大工の指
導のもと古民家リフォーム
塾参加者やボランティアが
改修 

●移住前に地域の文化や自然
を体験するイベントを開催
し、メリット・デメリット
を含めた地域を体感する機
会を創出 

●移住後は、就農・就労のほ
か、田舎ぐらしを支援する
とともに、地域の山林再生
に取組 

 

概要 

●活動により65名が移住し、
最大36軒あった空き家が残
り４軒に減少（H23-27） 

●イベント等による交流人口
が約１千人から約７千人と
約７倍増加（H23-27） 

●平成26年度は若者２名が
就農、平成27年度は２名が
林業に就職 

 

 

 

めざそう空き家「ゼロ」の農山漁村 

 

成果 

 お く    や    は ぎ 

岐阜県 恵那市 

リフォームした古民家カフェでジビエ料理 

間伐講習 古民家リフォーム塾 

定住・移住 ６次産業化 雇用 

 



茶臼の里合同会社 

●地域住民が合同会社を立ち
上げ、道の駅の販売部門を
請け負い、地元野菜等の販
売やレストランを運営 

●耕作放棄地を借り上げ米作
りを行い、道の駅やイベン
トで郷土料理「五平餅」と
して販売 

●田んぼオーナー制度を活用
し、年４回交流事業を実施 

 

概要 

●お祭りなどの村内外のイベ
ントへも積極的に参加し、
農産物の売上げが約５百万
円から約３千万円と約６倍
に増加（H23-27） 

●２haの耕作放棄地が農地と
して再生 

●田んぼオーナー制度の取組
により年間延べ約１千人の
交流人口 

 

じじばばの耕作放棄地解消と都市との交流 

 

成果 

ち ゃ   う す 

農林漁業 
体験 

愛知県 豊根村 

道の駅で地元野菜の販売 

郷土料理「五平餅」 

オーナー制度を活用した交流イベント 

「食」の 
提供・活用 ６次産業化 



鳥羽マルシェ有限責任事業組合 

●地元の農業協同組合と漁業
協同組合が農水産物等の価
格低迷や後継者不足等の課
題解決に向け、有限責任事
業組合を設立 

●鳥羽市農水産物直売所の指
定管理者となり、農水産物
等の直売やレストラン・惣
菜事業を推進 

●自家消費が中心だった地域
の生産者から農産物等を買
い取り、生産者の所得向上
に貢献 

概要 

●生産者が製造した加工品の
預かり販売を実施するなど
生産者の６次産業化を支援 

●直売部門の売上げが約３千
万円から約８千万円、レス
トラン来店者数が約１万２
千人から約３万２千人とそ
れぞれ約３倍増加（H26-
27）  

●地域の出荷生産者数が152
人から205人と増加
（H26-27） 

きらり輝く鳥羽で「食」のしあわせづくり 

成果 

と      ば 

三重県 鳥羽市 

生産者がPRに取り組む加工品 

ジャムなどの加工事業で6次産業化 新鮮な農産物をマルシェで提供 

「食」の 
提供・活用 ６次産業化 地産地消 

 



畑特産物生産出荷組合 

●大学等の協力により地域で
生産される朝倉山椒を使っ
た新商品の開発 

●直売所等による販売のほか、
ミラノ万博関連イベントに
出展、イタリアに商品を10
㎏輸出（Ｈ27） 

●山椒の１次加工について、
障害者団体に委託を行うな
ど農と福祉の連携に係る取
組を実施 

 

概要 

●新商品の開発・発売後売上
が伸び、約１千万円から約
１千５百万円と約1.5倍に
増加（H24-27） 

●輸出など新たな販路拡大、
農福連携による社会的貢献
など集落の活気が再生 

●山椒加工重量は、１㌧から
1.5㌧と約1.5倍増加
（H24-27）。山椒の生産
量増加により耕作放棄地が
平成27年まで35アール減
少（Ｈ24-27） 

集落ビジネスによる地域活性化 

～朝倉山椒を海外へ～ 

 

成果 

は た 

兵庫県 養父市 

朝倉山椒の収穫作業 

障がい者の新たな仕事の創出 海外のバイヤーと商談 

６次産業化 輸出 医療・福祉 

 



山添村波多野地区活性化協議会 
「かすががーでん」 

 

●耕作放棄地を借り受け、都
市住民の農作業体験活動を
通じた農地再生活動、郷土
料理の体験を実施 

●再生した茶園において、茶
摘み、手もみ体験を実施す
るとともに、生産された茶
葉から紅茶を製造・販売 

●かつてロンドンの品評会で
最優秀と評価された品種の
復活への取組 

 

 

概要 

●農業体験者数が50人から
500人と10倍に増加すると
ともに、農地再生面積が10
アールから約50アールと約
５倍に増加（H25-27）  

●技術的に難しかった「紅茶
手もみ体験」が可能となり、
体験者の増加に貢献 

●新たな地域の特産品として
紅茶ブランドを復活させる
取組に地域から熱い期待 

 

農業体験で茶畑を再生「世界一の紅茶・紅誉復活」 

 

成果 

は    た      の 

奈良県 山添村 

「紅誉」復活プロジェクト 

郷土料理体験 

６次産業化 
子ども 

（教育・体験） 

その他 
（お茶産業の復活） 

 や ま   ぞ え 

 

 
 

 

 

茶摘み体験の様子 



株式会社 ふみこ農園 

●地域の柿や桃、みかん等果
物、梅などの農作物の加工
品を製造 

●全国からの量販店、通信販
売会社、百貨店の関係者を
招き、自社商品のほか地域
の商品の商談の場を提供し
地域問屋業としての役割を
発揮 

 

 

 

概要 

●あんぽ柿生産個数が９万個
から14万個に増加（H23-
27） 

●梅グラッセの漬け込み量が
32㌧から85㌧と約３倍増
加（H23-27）したほか、
柿チップの生産高が３㌧か
ら６㌧と２倍増加（H23-
27） 

●国際味覚審査機構、全国土
産品協会、全国商工会の品
評会で数々の賞を受賞 

農山漁村の活性化の源となるキッチンの設立 

 

成果 

和歌山県 有田川町 

新工場も完成し生産量も増加 

品評会などで高い評価 和歌山県の特産品を使った加工品 

女性の活躍 
「食」の 

提供・活用 雇用 



紀の里農業協同組合 

●直売所における販売事業の
ほか、体験交流事業を展開 

●田植えや稲刈りなどの農作
業体験のほか、ジャム等の
調理・加工体験、日帰りか
ら農家民泊の活用など多様
な交流プログラムを整備 

●ＷｉｰＦｉ環境や免税店の登
録などインバウンドツアー
の受入も積極的に取組 

 

概要 

●体験交流プログラム参加者
は、約２千人から約３千人
と増加（H23-27） 

●直売所の販売額は約26億
円から約27億円と増加
（H23-27） 

●様々な企業、団体、教育機
関などと連携により、広報
力が増加 

 

農業体験で、都市と農村、人と人をつなぐ 

 

成果 

女性の活躍 

和歌山県 紀の川市 

 

果物の魅力を伝えるインバウンドツアー 

植付から収穫までの体験農園 

免税店登録した直売所 

地産地消 

 

 

インバウンド 



特定非営利活動法人 英田上山棚田団 

 

●都市住民と地域住民の棚田
の維持に必要な水路掃除に
係る交流から、企業等とも
連携しつつ耕作放棄地の再
生に係る取組に発展 

●獅子舞踊りの習得など地域
で育んでいた文化や伝統の
継承に取組 

●棚田等地域の自然・文化を
資源としたエコツーリズム
や農家民泊等インバウンド
の受入体制の整備を推進 

 

概要 

●一時は90％以上の棚田が
放棄され草木に覆われてい
たが、ほぼ解消 

●棚田の景観を再生すること
で地域コミュニティが蘇り、
８年間中断していた盆踊り
が復活 

●棚田再生等交流活動や農作
業体験への参加人数が、１
千２百人から１千５百人と
増加（H26-27）  

 

住んで良し、来て楽しい、新しい村づくり 

 

 

成果 

あ い    だ     う え   や ま 

岡山県 美作市 

再生した棚田の光景 
海外との姉妹棚田提携 

都市住民との交流活動 

自然・景観 伝統・継承 インバウンド 

 

 



津浪振興会 

●ＪＲ津浪駅跡地に販売施設
を整備し地域の野菜等を販
売 

●竹チップを原料とした堆肥
を製造・販売。 

●地域の伝統芸能である神楽
体験や農泊の取組に協力 

 

 

 

概要 

 

●販売施設の売上が約１千万
円から約１千８百万円と約
２倍増加（Ｈ23ｰＨ27）す
るなど、地域活性化に貢献 

●竹林が整備され、バッ
ファーゾーンの効果により、
猿や、イノシシ等の有害鳥
獣対策に効果 

●神楽体験の取組は、教育旅
行生や訪日外国人旅行者に
好評 

 

農村の原風景が保存され誇りの持てる 

「安らぎの里つなみ」づくり 

 

成果 

 つ     な み 

広島県 安芸太田町 

県無形民俗文化財の太鼓踊り 

自然・景観 伝統・継承 鳥獣被害防止 

竹チップづくり作業と竹林伐採 駅跡地を活用した交流施設 



山口とくぢ和紙振興会 結の香 

●室町時代から続く「徳地和
紙」の存続のため、和紙製
造者のほか、大学、ＮＰＯ
法人等地域住民が取組 

●原料生産から和紙漉き、商
品化、販路開拓を一貫して
実施 

●外国人の和紙漉き体験やＪ
ＥＴＲＯの海外バイヤー商
談会に商品を出品するなど
インバウンドや輸出にも取
組 

概要 

●和紙の原料となる楮、三椏
の栽培面積が1.2haから
2.1haと増加（Ｈ23-27） 

●和紙漉き技能者が3人から
7人と約２倍増加（Ｈ23-
27） 

●団扇をシンガポールの会社
に委託販売する商談が進行
中 

 

 

山口とくぢ和紙を世界へ発信！ 

 

成果 

か 

山口県 山口市 

 

 
 ゆ い 

和紙漉き工房での後継者育成 

徳地和紙を使った商品 

６次産業化 輸出 

 

和紙原料の三椏（みつまた）苗の植付け 

インバウンド 



木頭ゆずクラスター協議会 

●那賀町で青果主体で生産さ
れてきた「木頭ゆず」につ
いて農業協同組合と地域企
業が連携し、加工品を開
発・販売 

●ゆずを用いた郷土料理の普
及活動、全国商談会への出
展や百貨店で「木頭ゆず
フェア」を開催するなど販
路拡大に向けＰＲ 

●フランスの外食産業をター
ゲットに青果ゆずを輸出 

概要 

 

●フランスの有名シェフやバ
イヤーに高く評価され、輸
出量が240kgから1,500kg
に増加（Ｈ26-27） 

●海外での評価がマスコミに
大きく取り上げられ、多く
の商談につながり、加工用
単価も77円/kgから131円
/kgへ上昇（Ｈ25-27） 

●大手流通企業のＰＢ商品に
採用され、協働で「木頭ゆ
ず」を全国展開 

 

６次産業化を核とした「木頭ゆず」産地の活性化 

 

成果 

  き         と う 

徳島県 那賀町 

海外バイヤーによる産地視察 

パリ展示会でのPR 

木頭ゆず６次産業化商品 

６次産業化 輸出 農商工連携 

 き   と う 

チャレンジ賞 



C L T 建築推進協議会 

 

●成熟化する我が国の森林資
源を活かすため、ＣＬＴ建
築に産学官の連携で取り組
み、ＣＬＴ建築を普及促進 

●技術者の育成、ＣＬＴの普
及のため、国内外の有識者
による講演会、ＣＬＴ建築
物を実証フィールドにした
技術研修会等を実施 

●設計や施工のノウハウの取
得や蓄積を図るため、実験
データの取得など具体的な
サポートを実施 

 

概要 

●協議会の設立後、高知県内
に６つのＣＬＴ建築物が完
成するなど、全国的にＣＬ
Ｔ建築物が多い地域 

●研修会には県内外から参加
者があり、実施回数が２回
から７回と約３倍増加（Ｈ
25-27） 

●協議会の活動において取得
した実験データは公開し、
普及促進 

 

新たな木材需要の拡大に向けたCLTの推進 

 

成果 

しー     える      てぃー   

高知県 南国市 

東京での展示会 技術研修会を実施 

 

専門家をアドバイザー派遣 

雇用 地産地消 
その他 

（新たな木材需要の
創出） 

 



株式会社 岡林農園 

●柑橘農家が平成21年より６
次産業化と耕作放棄地の再
生に取組 

●「飲むジュレ」等毎年商品
開発に取り組み、国内での
販路拡大のほかオーストラ
リア等４カ国に輸出 

●耕作放棄地を借り上げ、重
機での開墾、柑橘苗を定植 

 

 

概要 

●６次産業化、販路の拡大に
より売上が約７千万円から
約１億５千万円と約２倍増
加（Ｈ23-27） 

●売上のうち輸出額において
も、約46万円から約１千２
百万円と約26倍に増加（Ｈ
23-27） 

●毎年、耕作放棄地の開墾を
行い、平成27年までに約７
ｈａ耕作放棄地を再生 

 

柑橘の６次産業化による放棄地の再生と雇用創出 

 

成果 

６次産業化 

高知県 越知町 

海外での販促・PR活動 生産から加工までの一貫生産 

耕作放棄地の再生 

 
 

雇用 輸出 



城島町土地改良区 

●地域の農業者と酒蔵・酒販
売店による酒産地の復活に
向けた取り組みを後押し 

●酒米づくりに必要な田んぼ
の水管理のための暗渠排水
施設の整備、農業用水の水
質の浄化を推進 

●住民を巻き込んだ草刈り作
業や清掃作業、農地の維持
管理活動や景観保全活動を
展開 

 

概要 

●酒米の圃場面積が、20
アールから357アールと約
18倍に増加（Ｈ24ｰ27）
するとともに、生産者も１
戸から９戸に増加（Ｈ24-
27） 

●圃場からとれた酒米は、品
質が良好で酒製造会社から
高い評価 

●農業用水の水質の浄化活動
や草刈り等環境保全活動等
の取り組みは、地域全体の
環境意識を向上 

蘇る酒どころ城島、豊かな環境を次世代へ繋ぐ城島！ 

 

成果 

じ ょ う   じ ま    ま ち 

福岡県 久留米市 

大盛況な「城島酒蔵びらき」 

住民と共同で草刈作業 酒米づくりに必要な水質の浄化活動 

自然・景観 農商工連携 地産地消 



NPO法人  
安心院町グリーンツーリズム研究会 

●１日１組を原則として、農
作業や料理づくり、食事な
どを通じて、農村のあるが
ままの暮らしを体験する農
村民泊を実施 

●先進的な欧州の農村の姿を
学ぶ欧州研修、おもてなし
の質を高めるための農泊実
践者向けの研修会を開催 

●農泊家庭の料理を120品集
めた食のイベントや川歩き
イベント等を開催 

 

概要 

●平成８年には８軒だった農
泊受入家庭が60軒に増え、
年間延べ人数１万人が訪問 

●60軒の年間売上は平均で
120万円あるなど所得向上
につながっているほか、地
域の農作物直売所等への地
域経済波及効果も大きい 

●海外からの農泊客も約１千
人から約２千人と約２倍に
増加（Ｈ23-27） 

 

グリーンツーリズム発祥の地「安心院町」 

成果 

 あ      じ      む 

女性の活躍 

大分県 宇佐市 

グリーンツーリズム欧州研修 

   あ    じ     む 

海外企業の農泊体験受入 

農泊で教育旅行の受入 

子ども 

（教育・体験） 
インバウンド 

 

 



高千穂ムラたび協議会 

●若者を中心とした事業体制、
麹研究所等専門機関との連
携など体制を整え、あまざ
けやどぶろくを生産 

●川のりやはちみつなど希少
食材やこの集落でしか味わ
えない料理を農家民宿や古
民家食堂で提供 

●棚田など山間地独特の農業
景観、地域の神話史跡など
を活かしたエコミュージア
ムを展開 

 

概要 

●直売所、加工品、農家民宿
等の事業収益は約８百万円
から約３千４百万円と約４
倍増加（H23-27） 

●農家民宿等の訪問者は約５
百人から約２千人と約４倍
増加（H23-27） 

●年間３万人を超える交流人
口を創出、近年、アジアや
ヨーロッパからも訪問 

 

 

限界集落が挑戦する 未来のムラづくり 

 

成果 

た か    ち     ほ 

６次産業化 

宮崎県 高千穂町 

あまざけやどぶろくの生産 

あまざけ等の原料栽培で景観保全 

エコミュージアム施設で食事の提供 

「食」の 
提供・活用 観光 

プロデュース賞 



有限会社 タマレンタ企画 

●修学旅行を一般家庭で受入
れ、農業・漁業や島民の暮
らしを体験する民泊事業を
展開 

●島で昔から栽培している小
麦に着目し沖縄そばの生麺
加工事業に取り組み、民泊
の食事に提供したほか、地
元の産物の料理を提供する
飲食店を開業。 

●地元小麦を使用したチップ
スなど新たな特産品の開
発・販売や県内ビール会社
と連携して、地元小麦を使
用した発泡酒を発売 

概要 

●民泊体験生徒数は、約２万
７千人から約３万４千人に
増加（H23-27） 

●そばやチップスなどの小麦
商品の売上げは、約４百万
円から約２千２百万円と約
６倍に増加（H25-27）。
また、雇用が２名から17名
と約９倍に増加（H24-
27） 

●小麦を使用したチップスは、
「離島フェア2014」にお
いて金賞にあたる優良特産
品優秀賞を受賞 

小さな「シマ」から日本一の島を目指して！ 

 

成果 

沖縄県 伊江村 

県内の企業と提携 

雇用 
子ども 

（教育・体験） 
６次産業化 

民泊で修学旅行生を受け入れ 

島で昔から栽培している小麦に着目し事業展開 
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